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山 戸 重 治 議 員（ 市 民 連 合 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 新型コロナ感染症対策について 

（1）これまでの２回のワクチン接種について 

  ア 尾道市は「ワクチン接種を希望する８割は、10 月末までに接種

を完了させたい。」としていたが結果はどうなったか 

イ 若い方々の接種率が低いことが課題とされていたが実態はど

うか 

ウ 年代別の接種率についてどのようになっているか 

エ 「集団接種」と「個別接種」の、それぞれの人数や割合はどう

であったか 

オ 「集団接種」と「個別接種」の併用についての評価と課題は 

カ 尾道市の「職域接種」はどのような状況であったか 

（2）ワクチン接種にかかわる副反応について 

ア 重篤な副反応は国の対応と聞いているが、尾道市としては、ど

のような対応をするのか 

イ 副反応に関する市民の皆さんへの情報提供はどのようにして

いるか 

（3）３回目のワクチン接種について 

ア ３回目のワクチン接種は、基本的に、これまでの２回のワクチ

ン接種と同様の方法で実施する方針か。接種券の送付や予約の

方法、接種会場などは、どのようになるか 
イ 尾道市の３回目のワクチン接種の対象者はどのくらいか 

ウ その方々には、いつまでに接種を終える予定にしているか 

エ 市民の皆さんへの周知は、どのように行う計画か 

オ 接種券の発送状況は、どのようになっているか 

カ ３回目のワクチンの種類はどのようになるか 

キ ワクチンの種類は、本人の希望が可能になるのか 

ク これまで、国からのワクチンが、急遽予定通り届かなくなり、

接種の予約を中止したり接種の回数を減らさざるを得なくな

ったが、３回目は、そのようなことはないのか 

国の説明はどうなっているか 

ケ 接種券の発送から、予約、接種会場の運営などすべて民間委託

した自治体がある一方で、尾道市では、直接市が対応すること

を基本としたことについて、市長の認識は 
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コ 新型コロナウイルス感染拡大の「第６波」に備える国の方針

について、市民の皆さんの命と健康、さらには日常の生活を

守る立場から、市長はどのように受け止めているか 

 

２ 尾道港の周辺整備とスーパーヨット寄港誘致について 

（1） この間、中断していた尾道港や周辺の機能向上について、進

める時期に来ていると思うが、市長の考えは 

（2） 2019 年当時は「県営３号上屋」や「市営港湾駐車場」につい

て、機能向上に関する意見があったが、現在は、どのような方

向にあるか 

（3） 尾道港へのクルーズ客船寄港にかかわり、海底の堆積土の撤去

や係留施設の改修など県への要望はどうなっているか 

（4） 尾道の第４期黄金時代に向けた施策の一つとして市長が掲げ

ていた「旅客船の寄港誘致や官民連携による魅力ある港や船を

生かした取り組み」の現状とアフターコロナやウイズコロナを

見据えた今後の展開について市長の考えは 

（5） 大型クルーズ船と同じ規模の経済効果が見込まれるとされる

「スーパーヨット」寄港誘致についての市長の考えは 

 


